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災
害
時
の
備
え

〜
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と
〜

櫛浜久米線 全線開通します
国民健康保険についてのお知らせ　
◆今回の折り込み（はずしてお読みください）
　社協だより
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東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、平
成
24
〜

25
年
に
か
け
て
、災
害
対
策
基
本
法
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、東
日
本
大
震
災
か

ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
も
と
に
、公
助（
行

政
）の
防
災
対
策
に
加
え
、家
庭
で
の
備
え

な
ど
、自
分
た
ち
の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る

「
自
助
」「
共
助
」に
よ
る
防
災
対
策
に
つ
い

て
も
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、い
く
つ
か

の
項
目
が
法
律
に
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

■
災
害
対
策
基
本
法
と
は
？

災
害
対
策
基
本
法
と
は
、災
害
か
ら
国

土
・
国
民
を
守
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る

基
本
法
で
す
。日
本
の
防
災
対
策
上
根
幹

と
な
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
、

昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
災
害
を

契
機
に
、昭
和
36
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
後
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ

め
と
す
る
大
災
害
の
発
生
な
ど
を
踏
ま

え
、適
宜
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

● 

大
規
模
広
域
な
災
害
に
対
す
る
即
応
力

の
強
化

● 

住
民
な
ど
の
円
滑
か
つ
安
全
な
避
難
の

確
保

●
被
災
者
保
護
対
策
の
改
善

●
平
素
か
ら
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
の
強
化

■
主
な
改
正
内
容

● 

住
民
の
責
務
に
生
活
必
需
物
資
の
備
蓄

な
ど
を
明
記

● 

居
住
者
な
ど
か
ら
地
区
防
災
計
画
を

提
案
で
き
る

　市
で
地
区
防
災
計
画
の
ひ
な
形
を
作

成
し
、自
主
防
災
組
織
な
ど
に
提
示
す

る
予
定
で
す
。

●
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
利
用

　市
は
、本
人
の
同
意
を
得
て
作
成
し

た
名
簿
を
、関
係
者（
自
主
防
災
組
織

な
ど
）へ
あ
ら
か
じ
め
情
報
提
供
し
、災

害
対
策
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た
だ
し
、利
用
に
際
し
て
は
目
的
外

の
使
用
を
慎
む
な
ど
、個
人
情
報
保
護

に
配
慮
し
ま
す
。

※
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は
、要
介
護

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
時

要
配
慮
者
の
う
ち
、自
力
で
の
避
難

が
困
難
な
人
の
こ
と
で
す
。

● 

災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
事
業
者
に
つ

い
て
、災
害
時
に
必
要
な
事
業
活
動
の

継
続
に
努
め
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
と

と
も
に
、国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
と

民
間
事
業
者
と
の
協
定
締
結
を
促
進

● 
緊
急
時
の
避
難
場
所
の
指
定

　学
校
な
ど
の
一
定
期
間
滞
在
す
る
た

め
の
避
難
所
と
区
別
し
、安
全
性
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
す
施
設
・
場
所
な

ど
を
緊
急
時
の
避
難
場
所
と
し
て
、あ

ら
か
じ
め
指
定
し
ま
す
。（
例
…
津
波
緊

急
避
難
場
所
な
ど
）

※
災
害
の
種
別
ご
と
の
避
難
所
・
避
難

場
所
に
つ
い
て
は
、後
日
、市
広
報
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

● 

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
の
義
務
化

　既
存
の
要
援
護
者
名
簿
を
整
理
し
、

要
介
護
状
態
区
分・障
害
者
手
帳
等
級・

家
族
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、避
難

行
動
要
支
援
者
の
要
件
を
作
成
し
ま

す
。要
件
に
該
当
す
る
人
か
ら
同
意
を

得
て
、名
簿
を
作
成
し
ま
す
。（
平
成
26

年
秋
ま
で
に
作
成
予
定
）

● 

災
害
時
に
お
け
る
個
人
情
報
の
利
用
に

つ
い
て

　避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
利
用
は
、

あ
ら
か
じ
め
関
係
者（
自
主
防
災
組
織
な

ど
）に
情
報
提
供
を
し
、被
災
者
台
帳
の

作
成
時
に
お
け
る
情
報
に
利
用
し
ま
す
。

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

自
助（
家
庭
）

共
助（
地
域
）

公
助（
行
政
）
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□　食料（最低１日半分）

□　飲料水（１日１人３リットルが目安）

□　医薬品（常備薬）・生理用品など

□　懐中電灯・予備の電池

□　携帯ラジオ

□　ラップフィルム

□　 携帯電話の充電器（乾電池、手で使えるタイプ）

□　衣類

□　貴重品（現金・通帳など）

□　ほうき＆ちりとり

□　粘着テープ

□　段ボール箱

□　新聞紙

□　ポリ容器

□　ライター・マッチ

日頃から、いざという時に備え、生活に必要な
物資の備蓄をしましょう。
非常持出品には、災害発生時にすぐに持ち出

すものと、その後、救援物資が届くまでの数日間
（最低でも３日間）生活するためのものとがあり

ます。
下記の表は非常持ち出し品の一例です。いざ

という時に必要なものは家庭によって異なります
ので、日頃から各家庭で災害時にどのような物
が必要かを考え、備蓄しておくことが大切です。

※ 非常持出品は、両手が自由に使えるリュックサックなどに
入れて、すぐ持ち出せるようにしておきましょう。量が多
くなると重くて持ち運びできなくなります。家族一人ずつ

が、自分が持てる量で用意しましょう。
また、いざというときに支障のないよう、食品の賞味期限や
持出品を定期的に点検しましょう。

家庭の備えは
大丈夫ですか？ 

災害時に役に立つものチェックリスト

一般的に用意しておくとよいもの

問合せ　防災危機管理課防災危機管理担当☎0834-22-8208

「こうべからのメッセージ」（生活協同組合コープこうべ編）および、「被害を受けた後の生活に必要なもの」アンケート結果より

その他、あると便利なもの

●懐中電灯
●食料品
●ラップフィルム
●ビニール袋
●小型ラジオ
●トイレットペーパー

●電池
●ウエットティッシュ
●手袋・軍手
●小銭
●使い捨てカイロ
●カセットコンロ

●下着
●薬
●紙コップ
●飲料水
●アルミ箔
●紙皿
●生理用品
●帽子
●リュックサック
●ゴム手袋

●多目的ナイフ
●タオル
●携帯ラジオ
●ボールペン
●Ｂ５版ノート
●ウインドブレーカー
●せっけん
●マグカップ
●ポリエチレン袋
●傷ばんそうこう

●裁縫セット
●ごみ袋

阪神・淡路大震災や雲仙普賢岳噴火、
北海道南西沖地震で
実際に役に立ったグッズ
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321
　櫛
浜
久
米
線
は
、鼓
海
・
奈
切
地
区
の

企
業
・
物
流
団
地
と
山
陽
自
動
車
道
徳
山

東
イ
ン
タ
ー
や
国
道
２
号
な
ど
の
主
要
道

路
を
結
ぶ
、物
流
拠
点
道
路
で
あ
り
、全

線
開
通
に
よ
り
、産
業
経
済
の
活
性
化
や

地
域
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
櫛
浜
久
米
線
の
概
要

塩
田
橋
交
差
点
か
ら
新
幹
線
沿
い
の
市

道
天
王
和
田
線
ま
で
は
、街
路
整
備
事
業

と
し
て
平
成
９
年
に
一
部
供
用
開
始
を
行

い
ま
し
た
が
、残
る
７
７
１
メ
ー
ト
ル
に
つ

い
て
は
、そ
の
後
、土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
整
備
を
行
い
、平
成
23
年
５
月
以
降

中
央
部
分
の
４
８
０
メ
ー
ト
ル
を
段
階
的

に
供
用
開
始
し
、平
成
26
年
３
月
末
の
全

線
供
用
開
始
に
向
け
て
、事
業
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、中
心
市
街
地
か
ら
県
道
徳

山
下
松
線
、県
道
下
松
新
南
陽
線
経
由
で

国
道
２
号
に
至
る
市
街
地
東
部
の
重
要
な

ル
ー
ト
で
す
。

国道２号
至広島 ▼

▼ 至下関

徳山東 IC

櫛浜久米線

通行止め

車両通行不可

通行可能
（3月20日現在）
通行不可
（3月21日現在）

通行止

JR
山陽
新幹
線

問
合
せ

　区
画
整
理
課
工
務
担
当
☎

０
８
３
４‐22‐８
２
２
９

国道2号

JR山陽本線

徳山東IC

JR
山
陽
新
幹
線

JR
山
陽
新
幹
線

櫛ヶ浜駅

●供用開始／平成26年3月
●幅員／20m
●長さ／771m

久米中央土地区画整理事業

●供用開始／平成9年4月
●幅員／20m
●長さ／1,259m

櫛浜支所●
塩田橋交差点

JR
岩
徳
線

JR
岩
徳
線

◆
お
願
い

櫛
浜
久
米
線
の
開
通
に
よ
り
、車
の
流

れ
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
、交
通
事
故
に

は
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

区
画
整
理
区
域
内
は
、各
所
で
道
路
や

宅
地
造
成
な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

道
路
の
切
り
替
え
な
ど
が
あ
る
の
で
、表

示
看
板
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

今回の供用開始に伴い、市道天王
和田線（新幹線下）の一部　　が
通行止めとなります。

供用開始　▼新幹線側…３月２０日（木）
22時▼国道２号側…３月２１日（祝）5時
※ 天候により、ライン工事が実施できな
い場合、供用開始が翌日以降にずれ
込む場合があります。
開通式　３月２０日（木）15時３０分～

都
市
計
画
道
路 

櫛
浜
久
米
線

全
線
開
通
し
ま
す

櫛
浜
久
米
線
は
、大
字
櫛
ヶ
浜
字

下
塩
田
の
県
道
徳
山
下
松
線
塩

田
橋
交
差
点
か
ら
、大
字
久
米

字
平
田
の
国
道
２
号
ま
で
の
、延

長
２
０
３
０
メ
ー
ト
ル
の
都
市
計

画
道
路
で
す
。

（金・祝）

※
天
候
に
よ
り
、翌
日
以
降
に
ず
れ
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
つ
い
て
は
、医
療

機
関
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
際
に
、窓
口

で
保
険
証
と
一
緒
に
、自
己
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
の
提
示
が

必
要
で
す
。高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
に
な

る
誕
生
月
の
末
日（
誕
生
日
が
1
日
の
人

は
、誕
生
月
の
前
月
の
末
日
）ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、法
律
上
3
割
ま
た
は

2
割
で
す
が
、こ
れ
ま
で
2
割
の
人
は
特

例
に
よ
り
1
割
に
凍
結
さ
れ
て
き
ま
し

た
。昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
の
誕
生
日

の
人
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
特
例
措
置

の
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
が「
2
割（
た
だ

し
、平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
は
1
割
）」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、4
月
1
日
以
降
に

使
用
す
る
高
齢
受
給
者
証
を
3
月
末
日

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。詳
し
く
は
、郵
送
す

る
高
齢
受
給
者
証
に
同
封
す
る
案
内
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
・
退
職
な
ど
に
伴
う
健

康
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き

■
就
職
の
場
合

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人
が
、就

職
に
よ
り
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
、国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　▼
勤
務
先
の
健

康
保
険
証
▼
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

■
退
職
や
扶
養
か
ら
外
れ
る
場
合

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人

が
、退
職
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
す
る

場
合
、次
の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。手
続
き
や
保
険
料
な
ど
に

つ
い
て
は
、加
入
す
る
健
康
保
険
の
担
当

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
手
続
き

　▼
新
た
に
再
就
職
し
た

勤
務
先
で
、健
康
保
険
に
加
入
▼
今
ま
で

の
健
康
保
険
の
任
意
継
続
▼
家
族
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
る
▼
国
民
健
康
保

険
に
加
入

国
民
健
康
保
険
の
加
入
に
必
要
な
も
の

　
▼
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
日
が

わ
か
る
書
類（
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）▼
年

金
証
書（
65
歳
ま
で
の
人
）▼
年
金
手
帳（
60

歳
ま
で
の
人
）▼
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
証
明
書
な
ど（
免
許
証
な
ど
）

進
学
・
卒
業
に
伴
う
保
険
証

の
切
り
替
え
手
続
き

■
進
学
の
場
合

本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、進
学
の
た
め
本
市
か
ら
転
出
す
る
学

生
の
人
は
、学
生
用
の
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
の
で
、手
続
き
が
必
要
で
す
。転
出
手

続
き
時
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　▼
在
学
証
明
書

▼
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
▼
窓
口
に

来
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書

（
免
許
証
な
ど
）

■
卒
業
の
場
合

市
国
民
健
康
保
険
の
、学
生
用
の
保
険
証

を
持
っ
て
い
る
人
が
卒
業
な
ど
で
学
生
で
な

く
な
る
場
合
、切
り
替
え
の
手
続
き
が
必
要

問
合
せ

　▼
保
険
年
金
課
国
保
賦
課

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
１
２
▼
新

南
陽
総
合
支
所
保
険
年
金
担
当
☎
０

８
３
４‐61‐４
１
１
０
▼
熊
毛
総
合
支

所
保
険
年
金
担
当
☎
０
８
３
３‐92‐

０
０
３
５
▼
鹿
野
総
合
支
所
健
康
福

祉
担
当
☎
０
８
３
４‐68‐２
３
３
２

国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
で
す

で
す
。忘
れ
ず
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　▼
別
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
は
、そ
の
保
険
証
の

写
し
▼
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

届
け
出
は
14
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険
の
加
入
資
格
が
生
じ
た

り
、無
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、そ
の
日

か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※ 

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、資
格

取
得
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
し
た
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
申
告

国
民
健
康
保
険
料
は
、前
年
中
の
所
得

を
基
に
計
算
す
る
た
め
、所
得
の
申
告
が

遅
れ
る
と
、後
に
保
険
料
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、収
入
が
な
い
人
も
そ
の
旨
を
申

告
し
な
い
と
、保
険
料
の
軽
減
制
度
が
適

用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
が
済
ん
で
な
い
人
は
、申
告
期
間

内
に
、税
務
署
や
1
月
1
日
に
居
住
し
て

い
た
市
区
町
村
の
個
人
住
民
税
担
当
課
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
の

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
、住
宅
用
火
災
警
報

器
が
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、日
頃
か

ら
点
検
と
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
汚
れ
て
い
た
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
、ほ
こ
り
な
ど

が
付
く
と
、火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り

ま
す
。最
低
限
、1
年
に
1
回
は
、乾
い
た

布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
に
作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
か
ら
下
が
っ

て
い
る
引
き
ひ
も
を
引
く
、あ
る
い
は
ボ
タ

ン
を
押
す
な
ど
に
よ
り
、最
低
限
、1
年
に

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
、ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
き
ま
す
。火
気
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
場
合
は
、付
近
に
可
燃
物

を
放
置
し
な
い
な
ど
、適
切
な
使
用
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、例
年
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
季

節
に
、た
き
火
や
野
焼
き
に
よ
る
山
火
事

が
多
発
し
て
い
ま
す
。火
気
の
取
り
扱
い

に
は
、十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

全
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
し
、音
や
音
声

に
よ
り
警
報
を
発
し
て
、火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
、適
切
に
機
能

す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

問
合
せ

　消
防
本
部
予
防
課
☎
０
８

３
４‐22‐８
７
７
３

消すまでは　心の警報　ONのまま
平成２５年度全国統一防火標語

　３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）ま
で
の
一
週
間
は
、「
春
の
火
災
予
防
運

動
」が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
防
火
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、家
庭
で
の
備
え
を
十

分
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動住宅用火災警報機

1
回
は
、作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
、点

検
方
法
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、取
扱
説
明
書
を
確
認
し
て
か
ら
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、電
池
が
切
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
は
、音
や
光
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。忘
れ
ず
、電

池
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　

※ 

電
池
寿
命
は
メ
ー
カ
ー
、機
種
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
取
扱
説
明
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
、セ
ン
サ

ー
な
ど
の
寿
命
に
よ
り
、交
換
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昨年、秋の火災予防運動に呼応
する行事の一環として、防火意識
の啓発のため、県内の幼稚園およ
び保育園の園児、小・中学校の児
童・生徒、また６５歳以上の高齢者
を対象に、火災予防に関する作品
（ポスター・習字・絵画・防火標語）
を募集しました。
本市消防管内からは、全846作

品の応募があり、28作品が入賞し
ました。
入賞作品は、３月１日（土）～7日

（金）の間、イオンタウン周南で展
示します。

皆さん、
見に来てくださいね！

平成25年度
火災予防作品
募集結果

入賞作品　須々万中学校1年　田辺彩恵さん



　こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
っ
て
本
市
の
公
共

施
設
の
老
朽
化
や
そ
の
更
新
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
本

市
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、高
度
経
済
成
長

期
に
集
中
し
て
公
共
施
設
を
整
備
し
て
き

た
全
国
の
市
町
村
で
も
同
じ
問
題
が
起
き

て
お
り
、公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
、

国
全
体
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　公
共
施
設
再
配
置
の
必
要
性

　仮
に
、今
あ
る
施
設
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、施
設
は
さ
ら
に
老
朽
化
し
、い

ず
れ
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ま
た
、財
源
の
一
部
と
し
て
、借
り
入
れ

を
行
い
な
が
ら
、全
て
の
施
設
の
建
て
替

え
な
ど
を
し
て
い
く
と
、市
の
借
金
は
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
き
、財
政
の
破
た
ん
に

結
び
つ
く
お
そ
れ
が
生
じ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、今
あ
る
施
設
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、施
設
の
量
や
サ
ー
ビ
ス
、

コ
ス
ト
、性
能
を
最
適
な
状
況
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　昨
年
、国
は
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本

計
画
を
策
定
し
、道
路
や
橋
り
ょ
う
、上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
も
含
め
た
公

共
施
設
の
、中
長
期
的
な
取
り
組
み
の
方

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
を
策
定
す
る

よ
う
各
地
方
自
治
体
に
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、全
国
的
に
公
共
施
設
の

再
配
置
に
関
す
る
計
画
の
策
定
が
進
ん
で

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、本
市
に
お
い
て

も
、国
の
計
画
と
整
合
性
を
持
た
せ
た
、公

共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、国
の
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、市

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、必
要
な
施

設
を
将
来
に
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、公
共
施
設
の
再
配
置
に
関
す
る
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　今
後
集
中
し
て
到
来
す
る
施
設
の
老
朽

化
へ
の
対
応
に
加
え
、人
口
減
少
や
超
高

齢
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、将
来
を
見
据
え

た
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
持
た
な
い
ま

ま
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、結

果
と
し
て
、財
政
の
悪
化
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
、次
の
世
代
に
過
度

な
負
担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
し
、サ
ー
ビ
ス
を

持
続
さ
せ
、次
の
世
代
に
負
担
を
掛
け
な
い

た
め
に
は
、公
共
施
設
の
再
配
置
に
少
し
で
も

早
く
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　公
共
施
設
の
再
配
置
と
は

　再
配
置
は
、た
だ
施
設
の
総
量
を
縮
減
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。必
要
な

サ
ー
ビ
ス
は
維
持
、ま
た
は
向
上
さ
せ
つ
つ
、

総
量
を
抑
制
し
て
い
き
、結
果
と
し
て
、施
設

に
か
か
る
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
く
、つ
ま
り
、

最
適
な
状
況
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　例
え
ば
、二
つ
の
施
設
に
分
か
れ
て
い
た
サ

ー
ビ
ス
が
、一
つ
の
施
設
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、利
用
者
も
便
利
に
な
り
ま
す
。二

つ
の
施
設
に
か
か
っ
て
い
た
管
理
運
営
費
も

減
少
し
ま
す
。こ
れ
が
施
設
の
複
合
化
で
す
。

〈
シ
リ
ー
ズ
〉 

周
南
市
公
共
施
設
白
書

な
ぜ
、公
共
施
設
再
配
置
が
必
要
な
の
か

現在の余剰

長寿命化

●大規模改修
●建て替え
●予防保全改修
●耐震、バリアフリー

現在の保有施設 将来の保有施設

新たな
ニーズ

廃止・
多目的化・複合化など

総量縮減

廃止・
多目的化・複合化など

総量縮減

効
率
的
運
営

将来の余剰将来の余剰

■ 施設保有の最適化のイメージ図

第3回

問
合
せ

　行
政
改
革
推
進
室
公
共
施

設
再
配
置
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
２

０
２

2014.3.17

■ 施設の複合化の
　 イメージ図



市
長

随
想

みんなのひろば

「
え
っ
！
こ
れ
が
自
分
の
声
？
」

子
ど
も
の
頃
、テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

に
録
音
さ
れ
た
自
分
の
声
を
聞
い

て
、び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。同
じ
経
験
を
し
た
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
声
は
、頭ず

蓋が
い

骨こ
つ

な
ど
体

の
内
部
を
通
じ
て
聴
覚
神
経
に
伝

わ
る「
骨こ

つ

導ど
う

音お
ん

」の
影
響
で
、本
当
の

声
と
は
違
っ
て
聞
こ
え
る
の
だ
そ
う

で
す
。

再
生
さ
れ
た
キ
ン
キ
ン
と
騒
が

し
い
声
と
話
し
ぶ
り
が
、子
ど
も
心

に
も
恥
ず
か
し
く
て
た
ま
ら
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

市
長
に
な
っ
て
か
ら
、映
像
で
自

分
の
姿
を
見
る
機
会
が
グ
ン
と
増
え

ま
し
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
議
会
中

継
な
ど
で
、そ
の
話
し
ぶ
り
や
仕
草

を
見
な
が
ら
、テ
レ
ビ
の
中
の
自
分

に
向
か
っ
て
ダ
メ
出
し
を
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。

昭
和
を
代
表
す
る
落
語
の
名
人 

古
今
亭
志
ん
生
が
、こ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。

他
人
の
芸
を
見
て「
な
ん
だ
下
手

く
そ
な
落
語
だ
な
」と
思
っ
て
自
分

と
同
じ
く
ら
い
。「
俺
と
同
じ
レ
ベ

ル
だ
な
」と
思
っ
た
時
は
自
分
よ
り

は
る
か
に
う
ま
い
。「
こ
り
ゃ
う
ま
い

噺は
な
し
か家

だ
」と
思
っ
た
時
は
、天
の
上

の
人
で
、と
て
も
か
な
わ
な
い
。

と
か
く
、自
分
で
自
分
の
姿
は
わ

か
ら
な
い
も
の
。振
り
返
り
、反
省
す

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、ど
う
し
て
も

独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

映
像
や
鏡
に
は
映
ら
な
い「
内
面

の
姿
」と
も
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で

す
。日
頃
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
な
の

は
、外
に
表
れ
る
所
作
や
態
度
だ
け

で
な
く
、自
分
の
内
面
、つ
ま
り「
生

き
て
い
く
姿
勢
」そ
の
も
の
な
の
だ

と
、い
つ
も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
す
。

自
分
の
声
に

耳
を
澄
ま
し
て

「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
自
治
会
か
ら
支

え
、次
の
世
代
に
良
い
形
で
手
渡
す

こ
と
が
、私
た
ち
の
役
割
で
す
」と
話

す
の
は
、周
南
市
自
治
会
連
合
会
会

長
の
中
村
利
孝
さ
ん
で
す
。

周
南
市
自
治
会
連
合
会
は
、今
年

の
２
月
１
日
に
発
足
し
た
新
し
い
組

織
で
、徳
山
・
新
南
陽
・
熊
毛
・
鹿
野

の
各
地
区
の
自
治
会
連
合
会
を
取

り
ま
と
め
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。

「
２
市
２
町
が
合
併
し
た
時
か
ら
、

周
南
市
自
治
会
連
合
会
の
設
立
は

大
き
な
願
い
で
し
た
。で
す
が
、3
０

０
世
帯
が
い
る
住
宅
団
地
と
15
世
帯

だ
け
の
山
間
部
で
は
事
情
が
違
う
よ

う
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
足
並
み
を
揃
え

る
事
が
、非
常
に
難
し
か
っ
た
の
で

す
」と
中
村
さ
ん
。

周
南
市
自
治
会
連
合
会
は
、新
南

陽
自
治
会
連
合
会
の
会
長
を
務
め
て

い
た
中
村
さ
ん
を
は
じ
め
、各
地
区

の
会
長
ら
に
よ
る「
周
南
市
の
自
治

会
連
合
会
あ
り
方
協
議
会
」、そ
し
て

「
周
南
市
自
治
会
連
合
会
設
立
準
備

委
員
会
」で
の
綿
密
な
協
議
を
経
て
、

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
調
整
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、無

事
に
発
足
で
き
て
、大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。大
き
な
一
つ
の
自
治

会
連
合
会
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、お

互
い
に
情
報
交
換
が
で
き
る
横
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。互
い
の

地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を
伝
え
合
っ

て
、ま
す
ま
す
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
、中
村
さ
ん
は
、こ
れ

か
ら
の
抱
負
を
力
強
く
語
り
ま
す
。

周
南
市
長  

木
村
健
一
郎

　

２月１日に開かれた総会により、周南市自治会
連合会は発足しました

新しい自治会連合会で
魅力溢れるまちづくりを支えたい
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周南市自治会連合会会長

中
なか　むら

村 利
とし

孝
たか

さん



　

バレンタインデーに向けて、チョコレートを使ったお菓子
作りの講座が開かれました。参加した皆さんは、市内で洋
菓子店を営むパティシエに教わりながら、電子レンジと身
近な材料で簡単に作れる、生チョコなどの３つのレシピに
挑戦。甘い香りが漂う中、思い思いに飾り付けをするなど、
お菓子作りを楽しみました。

国際交流サロンは、外国からやってきた皆さんと、さまざ
まな形で交流を楽しむ、月に１度のイベントです。２月は、中
国や韓国、ベトナム、インドネシアの皆さんが、各国の歌や
踊りなどを通して、互いの国の文化を披露しました。お茶や
お菓子を国ごとに用意したブースもあり、異文化の魅力を
発見しながら、交流を深めました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

思いを込めて、バレンタインのお菓子作り

国際色豊かに、友達の輪が広がる

宇部市役所前をスタートし、周南市役所前をゴールと
する７区間、84.4キロメートルをたすきでつなぐ、中国山
口駅伝競走大会が行われました。一般19・郡市17・高
校13の3部門、計49チームが出場し、健脚を競い合
いました。ゴール付近の沿道では、ブラスバン
ドの演奏や街の人の声援が、最終ランナ
ーの背中を後押ししていました。

一本のたすきをつなぐ、新春の風物詩本のたすきを なぐ 新春の風

中国山口駅伝競走大
会

場所：宇部市役所か
ら周南市役所

1
26

バレンタインケーキ作り
体験講座

場所：徳山勤労青少
年ホーム2

3

節分の豆まきが、２月３日に鹿野保育園で行われました。
手作りのお面をかぶった園児の皆さんは、勇ましく鬼を待
ちましたが、金棒を振り回す鬼の迫真の演技にびっくり。逃
げまどったり、先生にしがみついたりしながら、一生懸命に
豆をまき、見事に鬼を退散させました。最後は、仲直りした
鬼と一緒に、記念撮影を楽しみました。

春と福を呼ぶ豆まき

節分の豆まき
場所：鹿野保育園

2
3

国際交流サロン
場所：徳山保健センタ

ー2
8

2014.3.19



JR
ふれあい
ウオーク

弾正糸桜
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文
化
財
の
旧
日
下
医
院
を
巡
る（
約
7
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）

集
合
場
所

　Ｊ
Ｒ
新
南
陽
駅

参
加
料

　２
０
０
円（
保
険
代
・
資
料
代
）

申
込
期
間

　４
月
２
日（
水
）ま
で

い
ず
れ
も

定
員

50
人（
受
け
付
け
順
）

申
込
み

　住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
、持
参
・
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
、〒
７
４
５‐
０
０
３
７
栄
町

2
‐
15
徳
山
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

周
南
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
☎

０
８
３
４‐
33
‐
８
４
２
４
・
０
８
３

４‐
33
‐
８
４
２
５

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
太
華
山
春

爛
漫
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時

　４
月
６
日（
日
）８
時
30
分
〜
15
時

集
合
場
所

　Ｊ
Ｒ
櫛
ケ
浜
駅

定
員

　50
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料

　５
０
０
円（
昼
食
代・保
険
代
）

持 

参
物

　水
筒
・
リ
ュ
ッ
ク
・
帽
子
・
そ

の
他
ハ
イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

弾
正
糸
桜
と
山
野
草
め
ぐ
り

日
時

　４
月
７
日（
月
）８
時
50
分
〜
16
時

内
容

　鹿
野
地
域
に
あ
る
県
内
最
大

級
の
し
だ
れ
桜「
弾
正
糸
桜
」と
山
野
草

の
観
賞（
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、７
時

間
か
け
て
、徒
歩
、バ
ス
で
移
動
）

集
合
場
所

　Ｊ
Ｒ
徳
山
駅（
在
来
線
口
）

定
員

　40
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料

　２
０
０
０
円（
食
事
代
・
拝
観

料
・
資
料
代
・
保
険
代
）

戦
艦
大
和
最
後
の
停
泊
地
と
人
間

魚
雷「
回
天
」の
基
地
を
訪
ね
て

日
時

　３
月
29
日（
土
）９
時
〜
14
時
30
分

内
容

　馬
島
一
周
を
ハ
イ
キ
ン
グ（
約
5

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、所
要
時
間
5
時
間
30
分
）

※ 

ハ
イ
キ
ン
グ
後
、回
天
記
念
館
と
人
間

魚
雷「
回
天
」の
訓
練
基
地
跡
を
訪
れ
ま

す
。（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

　Ｊ
Ｒ
徳
山
駅（
新
幹
線
口
１
階
）

参
加
料

　▼
一
般
…
２
０
０
０
円（
保
険

代
・
乗
船
料
・
入
館
料
）▼
中
・
高
校
生
…

１
７
０
０
円（
保
険
代
・
乗
船
料
）▼
小
学

生
…
１
０
０
０
円（
保
険
代
・
乗
船
料
）

持
参
物

　昼
食

申
込
期
間

３
月
20
日（
木
）ま
で

城
下
町
徳
山
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩

こ
う

日
時

　４
月
５
日（
土
）９
時
20
分
〜
12
時

内
容

　Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
か
ら
、桜
の
ト
ン
ネ

ル
な
ど
の
桜
街
道
を
歩
く（
約
5
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
徳
山
駅（
在
来
線
口
）

参
加
料

　２
０
０
円（
保
険
代
・
資
料
代
）

申
込
期
間

４
月
２
日（
水
）ま
で

富
田
地
区
の
史
跡
め
ぐ
り
と
永
源

山
公
園
の
オ
ラ
ン
ダ
風
車
と
桜
探

訪
ウ
オ
ー
ク

日
時

　４
月
６
日（
日
）９
時
〜
12
時

内
容

　新
南
陽
の
史
跡
や
永
源
山
公
園

の
オ
ラ
ン
ダ
風
車
周
辺
の
桜
、登
録
有
形

申
込
み

　３
月
５
日（
水
）か
ら
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
人
数

を
、電
話
で
、鹿
野
総
合
支
所
産

業
土
木
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２

３
３
５

申
込
み

　４
月
４
日（
金
）ま
で

に
、電
話
で
、櫛
浜
公
民
館
☎
０

８
３
４‐
25
‐
０
５
２
５

桜街道

永源山公
園
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お
知
ら
せ

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

３
月
１
日
現
在
で
作
成
し
た
、定

時
登
録
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間

　３
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）

８
時
30
分
〜
17
時

場
所

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
合
せ

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
０
８
３
４‐22‐８
５
２
１

井
戸
水
で
下
水
道
使
用
時
の
届
け
出

井
戸
水
な
ど
水
道
水
以
外
の
水

で
、下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
・
漁

業
集
落
排
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合

に
は
、次
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
時

　▼
下
水
道
な

ど
使
用
の
開
始
・
休
止
▼
届
け
出
を

し
て
い
る
使
用
人
数
の
変
更（
転
入
・

転
出・出
生・死
亡・施
設
入
所
な
ど
）

▼
相
続
な
ど
に
よ
る
名
義
変
更
▼
新

た
に
井
戸
水
の
使
用
を
始
め
る
と
き

（
水
道
水
と
の
併
用
・
水
道
水
か
ら

井
戸
水
へ
変
更
）▼
井
戸
水
の
使
用

を
中
止
し
水
道
水
へ
変
更

届
出
窓
口

　▼
徳
山
・
新
南
陽
地
域

…
上
下
水
道
局
料
金
課
▼
熊
毛
・
鹿

野
地
域
…
各
総
合
支
所
産
業
土
木
課

問
合
せ

　上
下
水
道
局
料
金
課
☎
０

８
３
４‐
22‐８
６
０
６

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

平
成
26
年
度
の
ご
み
収
集
日
程

を
記
載
し
た
、ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
を
、市
広
報
３
月
15
日
号
に
併
せ

て
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ

　リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
計

画
担
当
☎
０
８
３
４‐
61
‐
０
３
２
４

水
質
検
査
計
画
の
閲
覧

平
成
26
年
度
に
、水
質
検
査
を
行

う
場
所
や
検
査
項
目
、検
査
回
数
な

ど
の
計
画
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所

　▼
徳
山
・
新
南
陽
地
域

…
上
下
水
道
局
水
質
管
理
課
☎
０

８
３
４‐
62
‐
５
１
８
５
▼
熊
毛
地
域

…
熊
毛
総
合
支
所
産
業
土
木
課
☎

０
８
３
３‐
92
‐
０
０
１
９
▼
鹿
野
地

域
…
鹿
野
総
合
支
所
産
業
土
木
課

☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
４

※ 

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
に
つ

い
て
は
、上
下
水
道
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　上
下
水
道
局
水
質
管
理

課
☎
０
８
３
４‐
62
‐
５
１
８
５

新
規
排
水
設
備
指
定
工
事
店

事
業
者
名

　M
・
D
・
L（
山
口
市
）

☎
０
８
３‐
９
８
９‐
６
８
０
８

問
合
せ

　上
下
水
道
局
下
水
道
工

務
課
☎
０
８
３
４‐22‐８
６
３
１

徳
山
動
物
園
の
開
園
時
間
を
変
更

３
月
１
日（
土
）か
ら
、開
園
時
間

を
９
時
〜
17
時
に
変
更
し
ま
す
。

※
入
園
は
、16
時
30
分
ま
で
で
す
。

問
合
せ

　徳
山
動
物
園
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
４
０

文
化
会
館

の
公
演
中
止

5
月
17
日（
土
）に
文
化
会
館
で
予

定
し
て
い
ま
し
た
、佐
村
河
内 

守

交
響
曲
第
1
番「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
」公
演
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

　文
化
会
館
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
７
８
７
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文

化
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
２
２

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で
の

子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時

　３
月
16
日（
日
）９
時
〜
10
時

（
小
雨
決
行
、悪
天
候
の
場
合
は
、23

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１

日
現
在
で
、軽
自
動
車
や
バ
イ
ク

（
原
動
機
付
自
転
車
）な
ど
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
売
却
、譲
渡
な
ど
を

し
て
、廃
車
や
名
義
変
更
の
届

け
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、３
月

末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。手
続
き
を
し
な
い
場
合
、

平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税

が
、引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

※ 

市
外
に
転
出
す
る
人
は
、車

検
証
の
住
所
変
更
や
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
の
変
更
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

所
有
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る

場
合
、現
に
所
有
し
て
い
る
人

に
名
義
変
更
す
る
か
、廃
車

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

本
市
が
発
行
し
た
原
動
機
付

自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
、盗
難
な
ど
で
紛
失
し
、

廃
車
の
手
続
き
が
で
き
な
い

人
は
、警
察
へ
盗
難
届
を
提

出
し
た
後
、印
鑑
を
持
参
し

て
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　課
税
課
市
民
税
一
担

当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
７
３

手続き場所
車種 申告 電話番号

原付自転車（１２５ｃｃ以下）
小型特殊自動車（農耕用など）

課税課市民税一担当
新南陽総合支所市民生活課
熊毛総合支所市民福祉課
鹿野総合支所市民福祉課

☎0834-22-8273
☎0834-61-4104
☎0833-92-0011
☎0834-68-2333

軽二輪（125ccを超え250cc
以下のバイク） 県軽自動車協会（山口市） ☎083-922-8877

二輪の小型自動車
（250ccを超えるバイク） 山口運輸支局（山口市） ☎050-5540-2073

四輪軽自動車（６６０ｃｃ以下） 軽自動車検査協会山口事務所（山口市） ☎083-924-0542

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
や
名
義
変
更
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日（
日
）に
延
期
）

※ 

犬
の
譲
渡
が
終
わ
ら
な
い
場
合

は
、12
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

場
所

　大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ

　環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２

相
談

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時

　３
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

問
合
せ

　鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
１

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時

　３
月
11
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ

　熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
3
‐
92
‐
０
０
０
８

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、苦

情
や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時

　３
月
10
日（
月
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時

　３
月
11
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ

　生
活
安
全
課
市
民
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐
８
３
２
０

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　３
月
15
日（
土
）13
時
〜
16
時

場
所

　市
民
館

問
合
せ

　住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
３
３
４
、県
建
築

士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28‐５

２
２
６

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）は
、子

ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。こ
れ
に

合
わ
せ
、協
力
医
療
機
関
で
は
、予

防
接
種
に
関
す
る
相
談
や
通
常
診

療
時
間
外
で
の
接
種
を
行
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
な
ど
に

備
え
て
、必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま

せ
、病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、必

ず
事
前
に
協
力
医
療
機
関
へ
連
絡
の

上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

協
力
医
療
機
関
一
覧
表

　県
感
染

症
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kanpoken.pref.yam
a

guchi.lg.jp/jyoho/page6/
h25nendo_kodom

o.php

問
合
せ

　健
康
増
進
課
企
画
調
整

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
５
５
２

子
育
て

就
学
援
助
費
の
申
請

市
内
に
在
住
す
る
小・中
学
生
の
保

護
者
が
、経
済
的
理
由
で
子
ど
も
を
就

学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
、学
用
品
費
や
給
食
費
、修

学
旅
行
費
、学
校
保
健
安
全
法
に
基

づ
く
医
療
費
な
ど
、就
学
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度（
所
得
制

限
あ
り
）で
す
。引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
、申
請
が
必
要
で
す
。

申
込
み

　３
月
３
日（
月
）か
ら
、交

付
申
請
書
・
印
鑑
・
同
一
世
帯
全
員

の
平
成
25
年
１
月
〜
12
月
の
所
得

を
証
明
す
る
資
料（
源
泉
徴
収
票
や

確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）・
振
込
金

融
機
関
の
預
金
口
座
番
号
を
、持
参

で
、学
校
教
育
課
学
務
担
当
☎
０
８

３
４‐
22
‐
８
５
４
３
、教
育
委
員
会

事
務
局
各
総
合
出
張
所

福
祉

高
齢
者
に
紙
お
む
つ
を
給
付

対
象

　▼
市
内
に
在
住
す
る
、在
宅

で
介
護
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の

寝
た
き
り
、ま
た
は
認
知
症
の
高
齢

者
で
、常
時
失
禁
状
態
の
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族
▼
紙
お
む
つ
利
用
者

と
介
護
者
世
帯
が
、市
民
税
非
課
税

世
帯
▼
紙
お
む
つ
利
用
者
の
寝
た
き

り
度
ま
た
は
認
知
症
度（
要
介
護
認

定
の
基
本
調
査
項
目
に
基
づ
く
）が

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

※ 

引
き
続
き
受
給
す
る
人
も
申
請

が
必
要
で
す
。

※ 
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、除

き
ま
す
。

内
容

　１
か
月
当
た
り
２
０
０
０
円

分
の
紙
お
む
つ
を
現
物
給
付

※ 

介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、４

０
０
０
円
分
を
給
付
し
ま
す
。

申
込
み

　利
用
者
と
申
請
す
る
人
の

印
鑑
を
、持
参
で
、高
齢
者
支
援
課
介

護
給
付
・
保
険
料
担
当
☎
０
８
３
４‐

22‐８
４
６
７
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

催
し対

象

　市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
の
人

日
時

　３
月
28
日（
金
）８
時
15

分
〜
17
時
30
分

集
合
場
所

　市
役
所
本
庁
舎

（
自
家
用
車
の
駐
車
は
不
可
）、

徳
山
動
物
園
第
３
駐
車
場
、新

南
陽
総
合
支
所
、リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
・ペ
ガ
サ
ス

見
学
施
設

　恋
路
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
下
松
市
）、リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
・ペ
ガ
サ
ス
、徳
山
下
松
港
新

南
陽
N
７
地
区
最
終
処
分
場

、

市
不
燃
物
処
分
場

※ 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ・ペ
ガ
サ

ス
で
は
、通
常
の
見
学
コ
ー
ス

以
外
の
場
所
も
見
学
し
ま
す
。

※ 

施
設
に
よ
っ
て
は
、当
日
の
状

況
に
よ
り
見
学
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
員

　40
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、抽
選
）

参
加
料

　７
０
０
円（
昼
食
代
の

実
費
）

持
参
物

　昼
食
用
の
箸

申
込
み

　３
月
14
日（
金
）ま
で

に
、郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
・

集
合
場
所
・
集
合
場
所
ま
で
の

交
通
手
段
を
、郵
送
・フ
ァ
ク
ス・

E
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
６‐
０
０

１
９
臨
海
町
5
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課
計
画
担
当
☎
０
８
３
４‐

61
‐
０
３
２
４
・

０
８
３
４‐

62
‐
０
７
２
０
・

recycle@
city.shunan.lg.jp

ご
み
処
理
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
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定
員

　１
人

勤
務
場
所

　市
内
の
小
・
中
学
校

勤
務

　月
17
日
以
内
で
、７
時
間
勤

務（
８
月
は
月
10
日
）

※ 

始
業
・
終
業
は
、学
校
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

雇
用
期
間

　４
月
〜
平
成
27
年
３
月

報
酬

　月
額
10
万
５
６
０
０
円
以
内

（
通
勤
手
当
あ
り
）

申
込
み

　３
月
14
日（
金
）ま
で
に
、履

歴
書
・
作
文（
子
ど
も
の
た
め
の
学
校

図
書
館
、８
０
０
字
以
内
、様
式
自
由
）

を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５‐
０
０

０
２
毛
利
町
２‐
２
学
校
教
育
課
学

務
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
５
４
３

園
・
勝
間
上
け
ん
こ
う
農
園（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

申
込
み

　３
月
13
日（
木
）ま
で
に
、

申
込
書
を
、持
参
で
▼
新
南
陽
地
域

…
新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課

☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
１
０
８
▼
熊
毛

地
域
…
熊
毛
総
合
支
所
産
業
土
木

課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
１
４

問
合
せ

　農
林
課
農
政
畜
産
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
５
６

学
校
図
書
館
司
書（
嘱
託
職
員
）

対
象

　図
書
館
司
書
の
資
格
を
持

つ
人

勤
務
内
容

　学
校
図
書
館
司
書
業
務

募
集

長
田
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

浮
桟
橋
の
利
用
者

対
象

　プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
所
有

す
る
人

場
所

　長
田
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

期
間

　毎
年
4
月
1
日
〜
翌
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

※ 

年
度
途
中
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

使
用
料

　年
間
11
万
１
６
０
円
〜

18
万
６
６
２
０
円

申
込
み

　使
用
許
可
申
請
書
・
船
舶

検
査
証
書
の
写
し
・
船
舶
登
録
事
項

通
知
書
の
写
し・住
民
票
の
写
し
を
、

持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５‐０
０
４
５

徳
山
港
町
1‐
1
水
産
課
水
産
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
６
６

市
民
農
園
・
け
ん
こ
う
農
園

利
用
者

期
間

　４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月

31
日

場
所

　▼
新
南
陽
地
域
…
高
瀬
市

民
農
園
▼
熊
毛
地
域
…
地
方
け
ん
こ

う
農
園
・
西
馬
場
け
ん
こ
う
農
園
・

東
川
崎
け
ん
こ
う
農
園
・
上
河
内
け

ん
こ
う
農
園
・
東
善
寺
け
ん
こ
う
農

お知らせ

睡眠には、疲労を回復しストレスを
解消する働きがあります。また免疫力
を高める役割もあり、風邪にもかかり
にくくなります。快適な睡眠を確保することは、心と身体
の健康を保つために大切です。
２週間以上眠れない場合は、うつのサインかもしれませ
ん。うつ病になると早朝に目が覚めたり、熟睡感がないな
どの特徴的な睡眠障害が見られます。こうした睡眠障害を
初期のうちに発見し、適切に治療することが、うつ病の悪
化を予防し、さらに自殺を予防することにもつながります。
月別自殺者数の最も多い３月は、自殺対策強化月間

です。サインの一つである睡眠に着目し「ちゃんと眠れ
ちょる？」を合言葉に、あなたの大切な人の変化に気づ
いたら「元気がないけど、どうしたの？」などと、まずは声
を掛けてみてください。かけがえのない命を守るために
は本人の気持ちに耳を傾け、早めに専門家などに相談
するように促すなど、温かく寄り添いながらじっくりと見
守りましょう。
独りで悩むより、まず相談！相談窓口
■「生きることがつらい」と悩んでいる本人・その家族
の相談
● 相談先／いのちの情報ダイヤル“絆（きずな）”（県精神
保健福祉センター内）☎0835-22-3321●相談日
時／火・金曜日（祝日、年末年始を除く）9時～11時
30分、13時～16時30分
■ 精神科受診など早急な対応に関する相談
● 相談先／こころの救急電話相談（県立こころの医療
センター内）☎0836-58-4455●相談日時／３６５
日、24時間
■心の健康全般
● 相談先／心の健康電話相談（県精神保健福祉センタ
ー内）☎0835-27-3388●相談日時／月～金曜日
（土・日曜日・祝日、年末年始を除く）9時～11時30分、
13時～16時30分
問合せ　健康増進課地域保健担当☎0834-22-8553

「ちゃんと眠れちょる？」
３月は、自殺対策強化月間

徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
歯

科
衛
生
士

対
象

　歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持

ち
、普
通
自
動
車
免
許
の
あ
る
人

勤
務
内
容

　育
児
相
談
や
幼
児
健

診
時
の
歯
科
相
談
お
よ
び
指
導
、虫

歯
予
防
教
室
な
ど
の
歯
科
指
導

定
員

　１
人

勤
務
場
所

　徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

勤
務

　一回
当
た
り
３
時
間
、月
３

日
程
度

賃
金（
時
給
）

　９
２
０
円
程
度

選
考

　書
類
、面
接

申
込
み

　履
歴
書
・
歯
科
衛
生
士
の

免
許
の
写
し
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒

７
４
５‐
０
０
３
６
児
玉
町
１‐
１
健

康
増
進
課
地
域
保
健
担
当
☎
０
８
３

４‐
22
‐
８
５
５
３催

し

み
つ
お〝
ほ
っ
と
〞ウ
オ
ー
キ
ン
グ

小
松
原
地
区
内
の
史
跡
を
巡
る
、

往
復
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で

す
。昼
食
は
、三
丘
の
野
菜
を
使
っ
た

豚
汁
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

日
時

　３
月
15
日（
土
）8
時
〜
13
時

（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

　三
丘
徳
修
館

定
員

　50
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料

　２
０
０
円（
昼
食
付
き
・
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■向道湖マラソン
●期日／4月13日（日）（雨天決行）●時
間／▼受付…8時30分～9時20分▼
スタート…10時～●場所／向道湖ふれ
あいの家 ●種目／▼10km…高校一
般男子、男子50歳・60歳以上▼5km…
高校一般男子・女子、男子60歳・70歳
以上▼3km…中学生男子・女子▼2km
…小学生4～6年生男子・女子▼1.5km
…小学生1～3年生男子・女子▼雲海と
棚田の見える丘ウオーク（5km）●定
員／500人（受け付け順）●参加料／▼

マラソン…▽一般2,000円▽中・高校
生1,000円▽小学生800円▼ウオーク
…▽一般1,500円▽中・高校生1,000
円▽小学生800円（福引券・参加賞・弁
当引換券付き）●申込み／3月28日（金）
までに、市体育協会☎0834-28-8311

■周南国際交流児童クラブ員募集
●対象／平成26年度の小学生●内
容／岩国基地行事、ひなまつり国際交
流会、食文化国際交流会、子ども外国
文化講座●定員／50人程度（受け付
け順）●申込み／周南国際交流児童ク
ラブ事務局☎090-4653-0472

■市民文化教室受講生募集 
●期間／4月～平成27年3月の毎月1
～2回●時間／9時30分～20時の間で

2時間●場所／市民館 ・徳山保健セ
ンター・新南陽ふれあいセンター●内
容／短歌・俳句・漢詩・園芸・小原流い
けばな・日本画・絵画・実用細字・てん刻・
書の総合講座・ハワイアンキルト・ステン
シル●受講料（月額）／1,000～3,000
円●申込み／3月14日（金）までに、周南
文化協会事務局☎0834-22-8190

■ユネスコ英会話教室
●期間／4月～平成27年3月までの毎
週金曜日●時間／18時～20時●場
所／市民館 ●定員／ S（初心者）・Ａ
（初級）・B（中級）・C（中級～上級）、いず
れも各25人●受講料／１か月3,500円
（年会費1,000円、教材費は別途）●申
込み／３月25日（火）までに、徳山ユネス
コ協会事務局☎0834-22-8690

皆さんの活動耳より情報

伝言板

未
就
学
児
は
無
料
）

持
参
物

　タ
オ
ル
、水
筒
、着
替
え

な
ど

申
込
み

　３
月
７
日（
金
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、

ほ
っ
と
三
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事

務
局
☎
０
８
３
３‐
92‐
０
１
７
７
・

０
８
３
３‐
92‐
０
１
７
８
・

km
-

m
itsuo@

city.shunan.lg.jp

今
月
の
市
民
活
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ま
ど
・
み
ち
お
研
究
会
が
、本
市

出
身
の
ま
ど
・
み
ち
お
さ
ん
を
数
多

く
の
詩
や
絵
画
作
品
、関
連
書
籍
な

ど
で
紹
介
し
ま
す
。

日
時

　３
月
２
日（
日
）〜
30
日（
日
）

▼
平
日
…
８
時
30
分
〜
22
時
▼
土
・

日
曜
日・祝
日
…
９
時
〜
20
時（
４
日

（
火
）・
18
日（
火
）は
、休
館
）

場
所

　市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
０
８
３
４‐
33
‐
７
７
０
０

市
長
公
舎
一
般
見
学
会

大
正
時
代
を
代
表
す
る
和
洋
折
衷

方
式
の
木
造
住
宅
の
見
学
会
で
す
。

日
時

　３
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

10
時
〜
15
時

場
所

　市
長
公
舎

※ 

会
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　財
務
課
財
産
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
８
１

キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
派
遣
選
手
選
考
会

対
象

　平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

で
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

な
ど
を
受
け
て
い
る
13
歳
以
上
の
人

期
日
と
種
目

　▼
５
月
11
日（
日
）
…

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼
18
日（
日
）

…
陸
上
競
技
▼
25
日（
日
）…
水
泳
・

卓
球（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
を
含
む
）・ボ
ウ
リ
ン
グ・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
所

　維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上

競
技
場（
山
口
市
）ほ
か

申
込
み

　3
月
７
日（
金
）必
着
で
、

申
込
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４

５‐
８
６
５
５
岐
山
通
１‐
１
障
害
者

支
援
課
障
害
者
福
祉
担
当
☎
０
８
３

４‐
22
‐
８
３
８
７
・
０
８
３
４‐
22

‐
８
４
６
４

講
座・講
演

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会

対
象

　▼
平
成
26
年
3
月
に
大
学
・

短
大
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予

定
の
学
生
▼
平
成
27
年
3
月
に
大

学
・
短
大
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業

予
定
の
学
生
▼
県
内
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ

ー
ン
を
考
え
て
い
る
求
職
中
の
一
般

の
人

日
時

　３
月
８
日（
土
）12
時
30
分
〜

15
時
30
分

場
所

　ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ

ー（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
）

参
加
料

　無
料

問
合
せ

　県
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３‐
９
７
６‐
１
１
４
５
、

商
工
振
興
課
商
工
労
働
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
３
７
３

生
涯
し
ゃ
っ
き
り
講
座

足
か
ら
の
介
護
予
防

対
象

　65
歳
以
上
の
人

※ 

運
動
制
限
の
あ
る
人
、要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
。

日
時

　３
月
24
日（
月
）13
時
30
分

〜
15
時

場
所

市
民
館

内
容

　運
動
機
能
・
能
力
に
つ
い
て

の
講
話
、簡
単
な
体
チ
ェッ
ク
、体
操

講
師

　稲
葉
美
樹
さ
ん（
理
学
療
法
士
）

定
員

　30
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料

　無
料

持
参
物

　動
き
や
す
い
服
装
、運
動

靴
、飲
み
物
、筆
記
用
具

申
込
み

　３
月
５
日（
水
）か
ら
、高

齢
者
支
援
課
介
護
予
防
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
４
６
２
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市以外からのお知らせ

掲示板 　いつも音楽イベントなどが
開催されている文化会館が、

３月末まで休館していて不便です。

　文化会館は、常に快適な
環境で皆さんが利用できる

ように、計画的に施設の改修を進め
ています。
　しかし、建設から３０年が過ぎ、空調
設備やエレベーターの取り替えとい
う大規模な改修が必要となったため、
このたびやむを得ず長期に休館して
工事を行っています。

　また、皆さ
んからの改
善要望が多
かった女性
用トイレについては、数を増やし、洋
式化する工事も併せて行っています。
　文化会館をさらに長く、また快適に
利用するために必要な工事ですの
で、理解をお願いします。なお、4月1日
（火）からは、通常通り開館します。
問 合せ　文化会館☎0834-22-87
87、文化スポーツ課文化担当☎08
34-22-8622

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】149,460人（前月比 －172人）

［男］72,171人（前月比 －100人）
［女］77,289人（前月比 －72人）
●出生98人 ●死亡204人
●転入235人 ●転出301人

【世帯】67,514世帯（前月比 －71世帯）

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

３
月
21
日
開
通
予
定
の
新
し
い
道

路
は
？

①
富
田
福
川
線

②
櫛
浜
久
米
線

③
須
金
長
穂
線

応
募
方
法

　３
月
10
日（
月
）必
着

で
、ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
市
広

報
の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

は
が
き
で
、〒
７
４
５‐
８
６
５
５

岐
山
通
１‐
１
広
報
情
報
課
広
報

担
当

前
回
の
答
え

　①
山
口
県
知
事
選
挙

当
選
者

　佐
伯
美
智
子
さ
ん
、藤

井
香
織
さ
ん
、大

里
理
恵
さ
ん
、平

野
富
子
さ
ん
、佐

古
幸
子
さ
ん（
応

募
総
数
62
通
）

4件（平成26年の累計 4件）

死者数0人（平成26年の累計0人）
負傷者数75人（平成26年の累計75人）

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（1月31日現在）

周南市数字で見る

火災件数（1月の発生件数）

交通事故件数（1月の発生件数） 

■徳山高専夢広場　まちなかの小
さな卒研発表会（卒業設計展）
　徳山高専土木建築工学科5年生と
環境建設工学専攻2年生の有志が、1
年間の研究成果を発表します。●日時
と内容／▼3月15日（土）～22日（土）
…作品展示▼15日（土）13時30分～
17時…発表会●場所／▼作品展示
…ふれあいパーク街あい ▼発表会
…市民交流センター ●問合せ／徳
山高専総務課☎0834-29-6227

■ねんきん・労働無料相談会
●日時／3月15日（土）10時～12時
●場所／徳山社会福祉センター●
内容／個別相談会●持参物／年金
手帳、年金証書、印鑑（認印）、職歴の
メモなど●問合せ／県社会保険労
務士会徳山支部☎0834-83-3883

■在宅歯科衛生士育成研修会
●対象／歯科衛生士●日時／3月
16日（日）10時～16時●場所／県歯
科医師会館（山口市）●内容／高齢
者の身体・口腔に関する講義・実習
●定員／50人（受け付け順）●参加
料／無料●持参物／動きやすい服
装●申込み／県歯科医師会☎08
3-928-8020

■周南市場ふく魚介類供養祭
●日時／3月21日（祝）13時～●場
所／市水産物市場 ●内容／供養
祭、南陽幼稚園和太鼓披露、稚魚放
流など●問合せ／周南市ふく魚介
類供養祭実行委員会事務局竹村さ
ん☎0834-27-0111

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デジ
タル12チャンネル）
　毎日6時30分・14時・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（12チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

子どもの頃からの食育
～ゴハンジャーと一緒に学ぼう！～

（3月放送分）

3月の納付
介護保険料 10期
国民健康保険料 10期
後期高齢者医療制度保険料 9期

2014.3.115



広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@city.shunan.lg.jp（
そ
の
他
の
課
はトッ

プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600まで。

広　告
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